　１１月２０日、２１日の日程で、札幌市ホテルユニオンにおいて連合北海道青年委員会第１４回ユースラリーが開催され、１１地区地協９産別６３人（うち自治労２２人）の参加があった。

　講演は、連合北海道の渡辺組織労働局長を招き、「非正規労働者にかかわる連合の取り組み」と題し講演した。

講演では、「非正規雇用者は雇用の調整弁として利用され、リーマンショック直後の経済活動縮小期は、特にそのような動きが顕著であった」と現在の経済状況を話し、さらに「２０１１春闘方針である非正規労働者の賃上げ・正規職員への登用にむけ、まずは正規と非正規で意志統一することが必要」と強調した。
また、私鉄総連・永楽観光バス支部の不当解雇に対する闘争の直近情勢についても話があった。

　
グループデスカッションでは、講演の感想や職場の状況を話し合い、全体交流会を行って１日目の日程を終了した。集会２日目には各グループからの分散会報告と委員長集約を行い、牧野青年委員長（道本部青年部長）の団結がんばろうで集会を終えた。

　参加者からは、「非正規職員の実情について、知らないことが多いのでは。もっと非正規労働者の目線になって考え、連携していかなければならないと感じた。」「同じ労働者であるにもかかわらず、劣悪な労働環境に置かれているという実態を知り、衝撃を受けた。」などの感想が出された。

　ユースラリーの終了後には、１１地区９産別５１人（自治労１８人）の参加で第１８回総会が開催された。
総会では、牧野青年委員長、来賓の連合北海道副事務局長の高瀬氏のあいさつ、その後、２０１０年度活動経過報告、２０１１年度運動方針の提起を行い、質疑・討論が行われた。

質疑・討論では全体で６本の発言がなされ、「浦和電車区事件は現在裁判中。連帯メッセージへの協力に感謝。」（ＪＲ総連）、「地区青年委員会を２００８年１月に発足して以降、学習会やレク活動を行ってきた。学習会では、『まずは職場の矛盾に疑問を持つことが大切であることに気付いた』といった仲間の声があった。」（上川地区）など、各産別・地区からの取り組み報告を行った。

自治労からは、１１月６日に開催した政治集会について、「衆議院の逢坂議員との意見交換を行い、『非正規が雇用の調整弁として利用されている実態について、議員としてはどう考えているのか』など、９つの発言・質問に対して、議員は真剣・丁寧に応えてくれた。集会に参加した仲間からは、『政治に対する意欲や関心が高まった』という感想が出されたが、依然として、若者の政治離れが進んでいる。歴史的な転換期の今だからこそ、未来を担う青年が主体となってたたかわなければならない。連合青年委員会の選対立ち上げを口火に、各地区地協や各産別青年部が連帯してたたかっていこう。」と発言した。

質疑・討論の後には、牧野青年委員長からの答弁を行い、全体で活動報告・方針を承認した。その後、役員改選を行い、下記のとおり新役員体制を確認している。自治労からは、連合青年委員長に牧野青年部長、連合青年委員会幹事に加賀書記長を選出した。
  　　　　　 
 ・委員長　牧野　長武（自治労）　・副委員長　　中村　吉宏（ＪＲ総連）
　　　　　　　・事務局長 松原　淳二（情報労連）・事務局次長　櫻井　和也（ＪＰ労組）
  　　　　・幹　事  井端　隼平（全開発）　・幹　事　加賀　正浩（自治労）　
　　　　　　　・幹　事　大江　真人（全労金）　・幹　事  播磨康太郎（ＪＲ総連）
・幹　事  木村　貴信（北教組）　・幹　事　（後日選出）（電力総連）

・幹　事　（後日選出）（電力総連）　
